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論 文 内 容 の 要 旨 
 半導体産業はアメリカに起こり、続いて日本が参入した。その後、韓国がこれら２国の間隙に割って入った。
現在の世界半導体の総生産高は韓国が世界第３位である。特にメモリ半導体の分野では世界一の生産高を誇っ
ている。この韓国半導体産業の中で三星電子が群を抜いている。本論はこれらの歴史的過程、これらの成長要
因、三星電子の生産工程を分析した。 
 今後韓国半導体産業はいつまでこの座を保てるのであろうか。同国産業は非メモリ半導体分野に弱く、さら
に半導体を生産するための製造装置は多くを輸入に頼ると言う脆弱な体質である。本論はこの問題点を明らか
にした。同国産業の問題点が顕在化しているものは非メモリ半導体、半導体製造装置、半導体材料などである
が、その根底にあるものは開発技術の不足である。半導体産業を取り巻く様々な現象データから、この問題の
解決に少しでも近づいて見た。 
 先行研究には、開発技術力不足の根源要因を分析したものはほとんどない。本稿では、韓国半導体産業をそ
の全体から俯瞰し、その上で三星電子に特化して韓国半導体産業における今後の政策、つまり韓国が今後どの
ような方向で半導体産業を成長、発展させるべきかを検討した。 
 初期の韓国半導体企業の戦略は、政府の輸出奨励政策による輸出額に重点が置かれていたことで、技術蓄積
にあまり力を入れてこなかった。政府は、韓国半導体産業における技術開発のためのインフラストラクチャー
を作ってはいるけれども技術は先進国への依存が大きかった。この当座の利益拡大策は国の態度となり、企業
の体質にもなって現在に引き継がれている。韓国半導体産業は、基礎技術が不足する状況下での先進企業への
技術料負担が大きく、米韓摩擦としてダンピング問題まで浮上してきたし、相殺関税で訴えられたケースもあ
る。 
 三星電子の2005年の実績を見るとGDPの2.3％、全輸出額の16.4％を占めており、韓国経済に及ぼす影響は大
きい。同社は高水準の工程技術力をもとに生産ラインを複合的に活用する様々な革新を導入しながら費用を削
減して先発走者の地位を守ってきている。同社には新しい価値を生み出して高付加価値を作れる人材が整って
いる。2006年には５兆ウォン以上を研究開発に投下して新しい技術に対応するための人材養成に力を入れてい
る。2006年にアメリカ特許権数が１万7,377件で同社が世界２位を占め、特許戦争にも対応している。 
 半導体産業の発展方向を見定めて５年後、10年後と見通しを付けてそれに対応する技術を蓄積することで将
来の基盤が整うことになる。そのためには技術人材の養成が重要である。理工系の創造的人材育成を図りなが
ら、新しい成長事業を見出して行くべきである。産・官・研究所の協力による技術開発の相乗効果を巨大化し
て、ここで得られた成果物を国際標準化すべきである。理工系人材を育てるための科学技術の重要性を社会に
醸成すべきである。 
 韓国半導体産業は、さらに韓国全産業は三星電子を明確なモデル・ケースとしてとらえ、同社の成功要因を
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見習い、同社の問題点を他山の石とせずに反面教師として意識することが重要である。これこそが韓国企業を
世界の先進企業として育てる唯一の道であると信ずる。日本の東芝とエルピーダメモリの追撃が激しくなって
いる今、三星電子がこれから何年間先導走者の地位を維持することができるか霧の中にいる思いがする。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 現在、世界半導体の総生産高は韓国が世界第３位である。とくに、メモリ半導体の分野では世界一の生産高
を誇っている。この韓国半導体産業の中で三星電子が群を抜いている。本論文は、これらの歴史的過程、これ
らの成長要因、三星電子の生産工程を分析し、次のことを明らかにした。 
 韓国半導体産業は非メモリ半導体分野に弱く、さらに半導体を生産するための製造装置は多くを輸入に頼る
という脆弱な体質である。韓国半導体産業の問題点として顕在化しているものは、非メモリ半導体、半導体製
造装置、半導体材料などであるが、その根底にあるものは開発技術力の不足である。 
 先行研究には、開発技術力不足の根源要因を分析したものはほとんどなかった。本論文は、韓国半導体産業
を全体から俯瞰し、その上で三星電子に特化して韓国半導体産業における今後の政策、つまり韓国が今後どの
ような方向で半導体産業を成長、発展させるべきかを次のように検討している。 
 初期の韓国半導体産業の戦略は、政府の輸出奨励政策による輸出額に重点が置かれていたことで、技術蓄積
にあまり力を入れてこなかった。政府は、韓国半導体産業における技術開発のためのインフラストラクチャー
を作ってはいるが、先進国への技術依存が大きかった。この当座の利益拡大策は国の態度となり、産業の体質
にもなって現在に引き継がれている。韓国半導体産業は、基礎技術が不足する状況下での先進企業への技術料
負担が大きく、米韓摩擦としてダンピング問題まで浮上して、相殺関税で訴えられたケースもある。 
 以上の韓国半導体産業において重要な三星電子は、開発段階と生産段階を統合し、並列的に大量生産体制の
技術問題を解決するという高水準の工程技術力をもとに、フュージョン・メモリにまで至るメモリ半導体を開
発した。この結果、先発走者の地位を守ることができた。現在でも、2006年には５兆ウォン以上を研究開発に
投下するなど、世界中から優秀な人材を集めて、新しい技術に対応するための人材養成に力を入れている。2006
年にアメリカ特許権数が１万7,377件で同社が世界２位を占め、特許戦争にも対応している。 
 韓国半導体産業の発展のためには、技術人材の養成が重要であることから、産・官・研究所の協力による技
術開発の相乗効果を極大化して、ここで得られた成果物を国際標準化すべきである。理工系人材を育てるため
の科学技術の重要性を社会に醸成すべきである。三星電子は、強固で安定的な財閥オーナー体制に立脚し、労
働組合の結成を阻止するという問題点を有しているものの、韓国半導体産業は同社の人材育成面を参考にすべ
きである。 
 本論文は、韓国人留学生の特質を活かし、日本語文献のみならず韓国語文献を駆使して、韓国半導体産業の
成長戦略を三星電子の戦略を通じて分析し、先行研究にはない「開発技術力不足の根源的要因」を分析し、「技
術人材養成による成長戦略」を提言している。三星電子の経験をどのように具体的に韓国半導体産業の発展に
活かしていくのか、という点は課題として残るものの、本論文の寄与は大きい。そこで、審査委員会は全員一
致して、本論文が博士（商学）の学位を授与するに値するものと判断した。 
